
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは１つの例ですが、必ずこのような症状が出なければ

処方してはいけないということではありません。 
 
当帰芍薬散と温経湯はよく似たようなところもありますが、 

スラッとした細い女性で、むくみやすく、モチモチとした白い肌で、

月経困難もあって…という方が多いです。 

一方、温経湯も、スラッとした美人タイプが結構多いですが、

肌がカサカサで、冬期は保湿剤、リップクリームが欠かせない

ことが多くあります。 

 

 
 

３.１１の震災、小林麻央さんの乳癌の話題の後には、献血

希望の若者が多く来るようになったと聞きました。 

「献血をやって自分の血液で他人（ひと）を助けられるなら」と

言われます。 

また、「先日、家族が手術を受けたときに輸血して助けて

もらったので、今日は自分の献血した血液で誰かのお役に

立てれば、恩返しですわ」といわれる大人の方もおられます。 

献血に限らずですが、「何か他人のために役に立ちたい」と

いう人の気持ちは尊いです。 

自分にとって何ができるか？ 

笑顔であいさつするだけでも十分です。 

自分でできるちょっとしたことを 

続けてみたらどうですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  小児夜間急病センター当番日    １１月１０日（金） 

 １９：３０－２２：３０（受付） 場所：岐阜市民病院にて 

  岐阜市の漢方外来予定日    １１月４日（土）、１８日（土） 
 １４：００－１７：３０  場所：中島小児科（岐阜市鍵屋東町２－１） 
  ※すべて「院外処方」となります。 

 

  休診のお知らせ    １１月１５日（水） 

 都合により休診します。よろしくお願いします。 

女性の手を握って冷たく感じるのは 

(23)当帰芍薬散（とうきしゃくやくさん）、

逆に温かいのは(106)温経湯（うんけい 

とう）です。 

(25)桂枝茯苓丸（けいしぶくりょうがん）や

(61)桃核承気湯（とうきじょうかくとう）は

前の女性よりも体格が良いし、手も 

温かいのです。 

(24)加味逍遙散（かみしょうようさん）は、

手のひら（手掌）が湿っている場合が 

多いです。 

 コラム 


